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Sanshirō Chapter 3  (Natsume Sōseki) 
	

学年
がくねん

は九月
くがつ

十 一 日
じゅういちにち

に始
はじ
まった。三四郎

さんしろう
は正 直
しょうじき

に午前
ごぜん

十時半
じゅうじはん

ごろ学校
がっこう

へ行
い
ってみたが、

玄関
げんかん

前
まえ
の掲示場
けいじばん

に講義
こうぎ
の時間割
じかんわ

りがあるばかりで学生
がくせい

は一人
ひとり
もいない。自分

じぶん
の聞

き
くべき分

ぶん
だ

けを手帳
てちょう

に書
か
きとめて、それから事務室

じむしつ
へ寄

よ
ったら、さすがに事務員

じむいん
だけは出

で
ていた。講義は

いつから始まりますかと聞くと、九月十一日から始まると言
い
っている。すましたものである。

でも、どの部屋
へ や
を見

み
ても講義がないようですがと尋

たず
ねると、それは先生

せんせい
がいないからだと答

こた
え

た。三四郎はなるほどと思
おも
って事務室を出た。裏

うら
へ回
まわ
って、大

おお
きな 欅

けやき
の下
した
から高

たか
い空
そら
をの

ぞいたら、普通
ふつう
の空よりも明

あき
らかに見えた。熊笹

くまざさ
の中
なか
を水
みず
ぎわへおりて、例

れい
の椎
しい
の木

き
の 所
ところ

まで来
き
て、またしゃがんだ。あの 女

おんな
がもう一

いっ
ぺん通

とお
ればいいくらいに 考

かんが
えて、たびたび丘

おか

の上
うえ
をながめたが、丘の上には人影

ひとかげ
もしなかった。三四郎はそれが当然

とうぜん
だと考えた。けれど

もやはりしゃがんでいた。すると、午砲
ど ん
が鳴

な
ったんで 驚

おどろ
いて下宿

げしゅく
へ帰
かえ
った。 

翌日
よくじつ

は 正
しょう
八時
はちじ
に学校へ行った。正門

せいもん
をはいると、とっつきの大通

おおどお
りの左右

さゆう
に植

う
えてある

銀杏
いちょう

の並木
なみき
が目

め
についた。銀杏が向

む
こうの方

ほう
で尽

つ
きるあたりから、だらだら坂

ざか
に下

さ
がって、正

門のきわに立
た
った三四郎から見ると、坂

さか
の向こうにある理科

り か
大学
だいがく

は二階
にかい
の一部
いちぶ
しか出ていな

い。その屋根
や ね
のうしろに朝日

あさひ
を受

う
けた上野

うえの
の森
もり
が遠
とお
く 輝
かがや
いている。日

ひ
は正 面
しょうめん

にある。三四

郎はこの奥行
おくゆき

のある景色
けしき
を愉快
ゆかい
に感
かん
じた。 

銀杏
いちょう

の並木
なみき
がこちら側

がわ
で尽

つ
きる右手

みぎて
には法文科大学

ほうぶんかだいがく
がある。左手

ひだりて
には少

すこ
しさがって博物

はくぶつ
の

教 室
きょうしつ

がある。建築
けんちく

は双方
そうほう

ともに同
おな
じで、細長

ほそなが
い窓
まど
の上
うえ
に、三角

さんかく
にとがった屋根

や ね
が突

つ
き出

だ
し

ている。その三角の縁
ふち
に当
あた
る赤煉瓦
あかれんが

と黒
くろ
い屋根のつぎめの 所

ところ
が細
ほそ
い石
いし
の直 線
ちょくせん

でできてい

る。そうしてその石の色
いろ
が少し青味

あおみ
を帯

お
びて、すぐ下

した
にくるはでな赤煉瓦に一種

いっしゅ
の 趣
おもむき

を添
そ

えている。そうしてこの長
なが
い窓と、高

たか
い三角が横

よこ
にいくつも続

つづ
いている。三四郎はこのあいだ

野々宮
ののみや

君
くん
の説
せつ
を聞

き
いてから以来

いらい
、 急
きゅう
にこの建物

たてもの
をありがたく思

おも
っていたが、けさは、この

意見
いけん
が野々宮君の意見でなくって、初手

しょて
から自分

じぶん
の持説
とくせつ

であるような気
き
がしだした。ことに博

物室が法文科と一 直 線
いっちょくせん

に並
なら
んでいないで、少し奥

おく
へ引

ひ
っ込

こ
んでいるところが不規則

ふきそく
で 妙
みょう
だ

と思った。こんど野々宮君に会
あ
ったら自分の発明

はつめい
としてこの説を持

も
ち出

だ
そうと 考

かんが
えた。 
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法文科の右のはずれから半 町
はんちょう

ほど前
まえ
へ突き出している図書館

としょかん
にも感服

かんぷく
した。よくわからない

がなんでも同じ建築だろうと考えられる。その赤い壁
かべ
につけて、大

おお
きな棕櫚

しゅろ
の木

き
を五

ご
、六本
ろっぽん

植
う

えたところが大いにいい。左手のずっと奥にある工科大学
こうかだいがく

は封建時代
ほうけんじかい

の西洋
せいよう

のお城
しろ
から割

わ
り出

だ

したように見
み
えた。まっ四角

しかく
にできあがっている。窓も四角

しかく
である。ただ四

よ
すみと入口

いりぐち
が丸
まる

い。これは 櫓
やぐら
を形取
かたど
ったんだろう。お城だけにしっかりしている。法文科みたように倒

たお
れそ

うでない。なんだか背
せい
の低
ひく
い相撲取
すもうと

りに似
に
ている。 

三四郎は見渡
みわた
すかぎり見渡して、このほかにもまだ目

め
に入
はい
らない建物がたくさんあることを

勘 定
かんじょう

に入
い
れて、どことなく雄大

ゆうだい
な感
かん
じを起

お
こした。「学問

がくもん
の府

ふ
はこうなくってはならない。

こういう構
かま
えがあればこそ研 究

けんきゅう
もできる。えらいものだ」――三四郎は大学者

だいがくしゃ
になったよう

な心持
こころも

ちがした。 

けれども教 室
きょうしつ

へはいってみたら、鐘
かね
は鳴

な
っても先生

せんせい
は来

こ
なかった。その代

かわ
り学生
がくせい

も出
で
て来

こ

ない。次
つぎ
の時間
じかん
もそのとおりであった。三四郎は癇 癪

かんしゃく
を起

お
こして 教 場

きょうじょう
を出

で
た。そうして念

ねん

のために池
いけ
の周囲
まわり
を二

に
へんばかり回

まわ
って下宿

げしゅく
へ帰
かえ
った。 

それから約
やく
十日
とうか
ばかりたってから、ようやく講義

こうぎ
が始
はじ
まった。三四郎

さんしろう
がはじめて教 室

きょうしつ
へはい

って、ほかの学生
がくせい

といっしょに先生
せんせい

の来
く
るのを待

ま
っていた時

とき
の心持
こころも

ちはじつに殊 勝
しゅしょう

なもの

であった。神主
かんぬし

が装 束
しょうぞく

を着
つ
けて、これから祭典

さいてん
でも行

おこ
なおうとするまぎわには、こういう

気分
きぶん
がするだろうと、三四郎は自分

じぶん
で自分の了 見

りょうけん
を推定
すいてい

した。じっさい学問
がくもん

の威厳
いげん
に打

う
たれ

たに違
ちが
いない。それのみならず、先生がベルが鳴

な
って十五分

じゅうごふん
立
た
っても出

で
て来

こ
ないのでますます

予期
よ き
から 生

しょう
ずる敬畏

けいい
の念
ねん
を増

ま
した。そのうち人品

じんぴん
のいいおじいさんの西洋人

せいようじん
が戸

と
をあけては

いってきて、 流 暢
りゅうちょう

な英語
えいご
で講義を始めた。三四郎はその時 answer

アンサー
 という字

じ
はアングロ・サ

クソン語
ご
の and-swaru

アンド・スワル
 から出たんだということを覚

おぼ
えた。それからスコットの通

かよ
った小 学 校

しょうがっこう

の村
むら
の名

な
を覚えた。いずれも大切

たいせつ
に筆記帳
ひっきちょう

にしるしておいた。その次
つぎ
には文学論

ぶんがくろん
の講義に出

た。この先生は教室にはいって、ちょっと黒板
ボールド

をながめていたが、黒板の上
うえ
に書

か
いてある 

Geschehen
ゲシェーヘン

 という字と Nachbild
ナハビルド

 という字を見
み
て、はあドイツ語かと言

い
って、笑

わら
いながらさっさ

と消
け
してしまった。三四郎はこれがためにドイツ語に対

たい
する敬意

けいい
を少
すこ
し 失
うしな
ったように感

かん
じ

た。先生は、それから古来
こらい

文学者
ぶんがくしゃ

が文学に対して下
くだ
した定義

ていぎ
をおよそ二十

にじゅう
ばかり並

なら
べた。三

四郎はこれも大事に手帳
てちょう

に筆記
ひっき
しておいた。午後

ご ご
は大 教 室
だいきょうしつ

に出た。その教室には約七
しち
、
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八 十 人
はちじゅうにん

ほどの聴 講 者
ちょうこうしゃ

がいた。したがって先生も演説
えんぜつ

口調
くちょう

であった。砲声
ほうせい

一発
いっぱつ

浦賀
うらが
の夢
ゆめ
を

破
やぶ
ってという冒頭

ぼうとう
あったから、三四郎はおもしろがって聞

き
いていると、しまいにはドイツの

哲学者
てつがくしゃ

の名がたくさん出てきてはなはだ解
げ
しにくくなった。 机

つくえ
の上を見ると、落第

らくだい
という字

がみごとに彫
ほ
ってある。よほど暇

ひま
に任
まか
せて仕上

し あ
げたものとみえて、堅

かた
い樫
かし
の板
いた
をきれいに切

き

り込
こ
んだてぎわは素人

しろうと
とは思

おも
われない。深刻

しんこく
のできである。 隣

となり
の 男
おとこ
は感心
かんしん

に根気
こんき
よく筆記

をつづけている。のぞいて見ると筆記ではない。遠
とお
くから先生の似顔

にがお
をポンチにかいていたの

である。三四郎がのぞくやいなや隣の男はノートを三四郎の方
ほう
に出

だ
して見せた。絵

え
はうまくで

きているが、そばに久方
ひさかた

の雲井
くもい
の空
そら
の子 規
ほととぎす

と書いてあるのは、なんのことだか判
はん
じかねた。 

講義
こうぎ
が終
おわ
ってから、三四郎

さんしろう
はなんとなく疲労

ひろう
したような気味

き み
で、二階

にかい
の窓
まど
から頬杖

ほおづえ
を突

つ
いて、

正門内
せいもんない

の庭
にわ
を見

み
おろしていた。ただ大

おお
きな松

まつ
や 桜
さくら
を植

う
えてそのあいだに砂利

じゃり
を敷

し
いた広

ひろ
い

道
みち
をつけたばかりであるが、手

て
を入

い
れすぎていないだけに、見ていて心持

こころも
ちがいい。野々宮

ののみや
君
くん

の 話
はなし
によるとここは 昔

むかし
はこうきれいではなかった。野々宮君の先生

せんせい
のなんとかいう人

ひと
が、

学生
がくせい

の時分
じぶん

馬
うま
に乗

の
って、ここを乗

の
り回
まわ
すうち、馬がいうことを聞

き
かないで、意地

い じ
を悪
わる
くわざ

と木
き
の下
した
を通
とお
るので、帽子

ぼうし
が松の枝

えだ
に引

ひ
っかかる。下駄

げ た
の歯

は
が 鐙
あぶみ
にはさまる。先生はたいへ

ん困
こま
っていると、正門前

まえ
の喜多床
きたどこ

という髪結床
かみゆいどこ

の職 人
しょくにん

がおおぜい出
で
てきて、おもしろがって

笑
わら
っていたそうである。その時分には有志

ゆうし
の者
もの
が醵金
きょきん

して構内
こうない

に 厩
うまや
をこしらえて、三頭

さんとう
の

馬と、馬の先生とを飼
か
っておいた。ところが先生がたいへんな酒飲

さけの
みで、とうとう三頭のうち

のいちばんいい白
しろ
い馬を売

う
って飲

の
んでしまった。それはナポレオン三世

さんせい
時代
じだい
の老馬
ろうば
であったそ

うだ。まさかナポレオン三世時代でもなかろう。しかしのん気
き
な時代もあったものだと 考

かんが
えて

いると、さっきポンチ絵
え
をかいた 男

おとこ
が来

き
て、 

「大学
だいがく

の講義はつまらんなあ」と言
い
った。三四郎はいいかげんな返事

へんじ
をした。じつはつまるか

つまらないか、三四郎にはちっとも判断
はんだん

ができないのである。しかしこの時
とき
からこの男と口

くち
を

きくようになった。 

その日
ひ
はなんとなく気

き
が鬱
うっ
して、おもしろくなかったので、池

いけ
の周囲
まわり
を回
まわ
ることは見合

み あ
わせて

家
うち
へ帰
かえ
った。晩食後

ばんしょくご
筆記
ひっき
を繰

く
り返
かえ
して読

よ
んでみたが、べつに愉快

ゆかい
にも不愉快

ふゆかい
にもならなかっ

た。母
はは
に言文一致
げんぶんいっち

の手紙
てがみ
を書

か
いた。――学校

がっこう
は始
はじ
まった。これから毎日

まいにち
出
で
る。学校はたいへ

ん広
ひろ
いいい場所

ばしょ
で、建物

たてもの
もたいへん 美

うつく
しい。まん中

なか
に池がある。池の周囲を散歩

さんぽ
するのが楽

たの

しみだ。電車
でんしゃ

には近
ちか
ごろようやく乗

の
り馴

な
れた。何

なに
か買

か
ってあげたいが、何がいいかわからない
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から、買ってあげない。ほしければそっちから言ってきてくれ。今年
ことし
の米
こめ
はいまに価

ね
が出

で
るか

ら、売
う
らずにおくほうが得

とく
だろう。三輪田

み わ た
のお光

みつ
さんにはあまり愛想

あいそ
よくしないほうがよかろ

う。東 京
とうきょう

へ来てみると人はいくらでもいる。男も多
おお
いが 女

おんな
も多い。というような事

こと
をごた

ごた並
なら
べたものであった。 

手紙
てがみ
を書

か
いて、英語

えいご
の本
ほん
を六
ろく
、七
しち
ページ読

よ
んだらいやになった。こんな本を一冊

いっさつ
ぐらい読ん

でもだめだと思
おも
いだした。床

とこ
を取

と
って寝

ね
ることにしたが、寝つかれない。不眠症

ふみんしょう
になったら

はやく病 院
びょういん

に行
い
って見

み
てもらおうなどと 考

かんが
えているうちに寝てしまった。 

あくる日
ひ
も例刻
れいこく

に学校
がっこう

へ行って講義
こうぎ
を聞

き
いた。講義のあいだに今年

ことし
の卒 業 生
そつぎょうせい

がどこそこへい

くらで売
う
れたという 話

はなし
を耳
みみ
にした。だれとだれがまだ残

のこ
っていて、それがある官立学校

かんりつがっこう
の

地位
ち い
を競 争
きょうそう

している 噂
うわさ
だなどと話している者

もの
があった。三四郎

さんしろう
は漠然
ばくぜん

と、未来
みらい
が遠
とお
くから

眼前
がんぜん

に押
お
し寄

よ
せるようなにぶい圧迫

あっぱく
を感
かん
じたが、それはすぐ忘

わす
れてしまった。むしろ昇之助

しょうのすけ

がなんとかしたというほうの話がおもしろかった。そこで廊下
ろうか
で熊本出
くまもとで

の同 級 生
どうきゅうせい

をつかまえ

て、昇之助とはなんだと聞いたら、寄席
よ せ
へ出

で
る 娘
むすめ
義太夫
ぎだゆう

だと教
おし
えてくれた。それから寄席の

看板
かんばん

はこんなもので、本郷
ほんごう

のどこにあるということまで言
い
って聞

き
かせたうえ、今度

こんど
の土曜
どよう
にい

っしょに行こうと誘
さそ
ってくれた。よく知

し
ってると思

おも
ったら、この 男

おとこ
はゆうべはじめて、寄席

へ、はいったのだそうだ。三四郎はなんだか寄席へ行って昇之助が見たくなった。 

昼飯
ひるめし

を食
く
いに下宿

げしゅく
へ帰
かえ
ろうと思ったら、きのうポンチ絵

え
をかいた男が来

き
て、おいおいと言い

ながら、本郷の通
とお
りの淀見軒

よどみけん
という 所

ところ
に引

ひ
っ張

ぱ
って行

い
って、ライスカレーを食わした。淀見

軒という所は店
みせ
で果物
くだもの

を売
う
っている。 新

あたら
しい普請

ふしん
であった。ポンチ絵をかいた男はこの建築

けんちく

の 表
おもて
を指
ゆび
さして、これがヌーボー式

しき
だと教えた。三四郎は建築にもヌーボー式があるものと

はじめて悟
さと
った。帰

かえ
り道
みち
に青木堂
あおきどう

も教
おそ
わった。やはり大学生

だいがくせい
のよく行く所だそうである。

赤門
あかもん

をはいって、二人
ふたり
で池
いけ
の周囲
まわり
を散歩
さんぽ
した。その時

とき
ポンチ絵の男は、死

し
んだ小泉

こいずみ
八雲
やくも

先生
せんせい

は教 員 控 室
きょういんひかえしつ

へはいるのがきらいで講義がすむといつでもこの周囲をぐるぐる回
まわ
って歩いた

んだと、あたかも小泉先生に教わったようなことを言った。なぜ控室へはいらなかったのだろ

うかと三四郎が尋
たず
ねたら、 

「そりゃあたりまえださ。第一
だいいち

彼
かれ
らの講義を聞いてもわかるじゃないか。話せるものは一人

ひとり
も

いやしない」と手
て
ひどいことを平気

へいき
で言ったには三四郎も 驚

おどろ
いた。この男は佐々木

さ さ き
与次郎
よじろう

とい
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って、専門
せんもん

学校
がっこう

を卒 業
そつぎょう

して、今年また選科
せんか
へはいったのだそうだ。東 片 町

ひがしかたまち
の五番地
ごばんち

の広田
ひろた

という家
うち
にいるから、遊

あそ
びに来

こ
いと言う。下宿かと聞くと、なに高等

こうとう
学校
がっこう

の先生の家だと答
こた

えた。 

それから当分
とうぶん

のあいだ三四郎
さんしろう

は毎日
まいにち

学校
がっこう

へ通
かよ
って、律義

りちぎ
に講義
こうぎ
を聞

き
いた。必修課目

ひっしゅうかもく
以外
いがい
の

ものへも時々
ときどき

出 席
しゅっせき

してみた。それでも、まだもの足
た
りない。そこでついには専攻課目

せんこうかもく
にまる

で縁故
えんこ
のないものまでへもおりおりは顔

かお
を出

だ
した。しかしたいていは二度

に ど
か三度
さんど
でやめてしま

った。一
いっ
か月
げつ
と続
つづ
いたのは少

すこ
しもなかった。それでも平均

へいきん
一 週
いっしゅう

に約
やく
四 十
よんじゅう

時間
じかん
ほどにな

る。いかな勤勉
きんべん

な三四郎にも四十時間はちと多
おお
すぎる。三四郎はたえず一種

いっしゅ
の圧迫
あっぱく

を感
かん
じて

いた。しかるにもの足りない。三四郎は楽
たの
しまなくなった。 

ある日
ひ
佐々木
さ さ き

与次郎
よじろう

に会
あ
ってその 話

はなし
をすると、与次郎は四十時間と聞いて、目

め
を丸
まる
くして、

「ばかばか」と言
い
ったが、「下宿屋

げしゅくや
のまずい飯

めし
を一日
いちにち

に 十
じゅっ
ぺん食

く
ったらもの足りるようにな

るか 考
かんが
えてみろ」といきなり警句

けいく
でもって三四郎をどやしつけた。三四郎はすぐさま恐

おそ
れ入

い

って、「どうしたらよかろう」と相談
そうだん

をかけた。 

「電車
でんしゃ

に乗
の
るがいい」と与次郎が言った。三四郎は何

なに
か寓意
ぐうい
でもあることと思

おも
って、しばらく

考えてみたが、べつにこれという思案
しあん
も浮

う
かばないので、 

「本当
ほんとう

の電車か」と聞
き
き直
なお
した。その時

とき
与次郎はげらげら笑

わら
って、 

「電車に乗って、東 京
とうきょう

を十五
じゅうご

、六
ろっ
ぺん乗

の
り回
まわ
しているうちにはおのずからもの足りるように

なるさ」と言う。 

「なぜ」 

「なぜって、そう、生
い
きてる 頭

あたま
を、死

し
んだ講義で封

ふう
じ込

こ
めちゃ、助

たす
からない。外

そと
へ出

で
て風
かぜ
を

入
い
れるさ。その上

うえ
にもの足りる工夫

くふう
はいくらでもあるが、まあ電車が一番

いちばん
の初歩
しょほ
でかつもっと

も軽便
けいべん

だ」 

その日
ひ
の夕方
ゆうがた

、与次郎
よじろう

は三四郎
さんしろう

を拉
らっ
して、四丁目

よんちょうめ
から電車

でんしゃ
に乗

の
って、新橋

しんばし
へ行

い
って、新橋か

らまた引
ひ
き返
かえ
して、日本橋

にほんばし
へ来

き
て、そこで降

お
りて、 
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「どうだ」と聞
き
いた。 

次
つぎ
に大通
おおどお

りから細
ほそ
い横 町
よこちょう

へ曲
ま
がって、平

ひら
の家

や
という看板

かんばん
のある料理屋

りょうりや
へ上

あ
がって、晩飯

ばんめし
を

食
く
って酒

さけ
を飲

の
んだ。そこの下女

げじょ
はみんな京都弁

きょうとべん
を使
つか
う。はなはだ纏綿

てんめん
している。 表

おもて
へ出

で
た

与次郎は赤
あか
い顔
かお
をして、また 

「どうだ」と聞いた。 

次に本場
ほんば
の寄席

よ せ
へ連

つ
れて行

い
ってやると言

い
って、また細い横町へはいって、木原店

きはらだな
という寄席を

上がった。ここで小
こ
さんという落語家

はなしか
を聞

き
いた。十時過

じゅうじす
ぎ通
とお
りへ出た与次郎は、また 

「どうだ」と聞いた。 

三四郎は物足
ものた
りたとは答

こた
えなかった。しかしまんざらもの足

た
りない心持

こころも
ちもしなかった。する

と与次郎は大
おお
いに小さん論

ろん
を始
はじ
めた。 

小さんは天才
てんさい

である。あんな芸術家
げいじゅつか

はめったに出るものじゃない。いつでも聞けると思
おも
うか

ら安
やす
っぽい感

かん
じがして、はなはだ気

き
の毒
どく
だ。じつは彼

かれ
と時
とき
を同
おな
じゅうして生

い
きている我々

われわれ
は

たいへんなしあわせである。今
いま
から少

すこ
しまえに生

う
まれても小さんは聞けない。少しおくれても

同様
どうよう

だ。――円遊
えんゆう

もうまい。しかし小さんとは 趣
おもむき

が違
ちが
っている。円遊のふんした太鼓持

たいこもち

は、太鼓持になった円遊だからおもしろいので、小さんのやる太鼓持は、小さんを離
はな
れた太鼓

持だからおもしろい。円遊の演
えん
ずる人物

じんぶつ
から円遊を隠

かく
せば、人物がまるで消 滅

しょうめつ
してしまう。

小さんの演ずる人物から、いくら小さんを隠したって、人物は活発溌地
かっぱつはっち

に躍動
やくどう

するばかりだ。

そこがえらい。 

与次郎はこんなことを言って、また 

「どうだ」と聞いた。実
じつ
をいうと三四郎には小さんの味

あじ
わいがよくわからなかった。そのうえ

円遊なるものはいまだかつて聞いたことがない。したがって与次郎の説
せつ
の当否
とうひ
は判定
はんてい

しにく

い。しかしその比較
ひかく
のほとんど文学的

ぶんがくてき
といいうるほどに要 領

ようりょう
を得

え
たには感服

かんぷく
した。 

高等学校
こうとうがっこう

の前
まえ
で別
わか
れる時、三四郎は、 

「ありがとう、大いにもの足りた」と礼
れい
を述

の
べた。すると与次郎は、 
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「これからさきは図書館
としょかん

でなくっちゃもの足りない」と言って片町
かたまち

の方
ほう
へ曲がってしまった。

この一言
ひとこと

で三四郎ははじめて図書館にはいることを知
し
った。 

その翌日
よくじつ

から三四郎
さんしろう

は四 十
よんじゅう

時間
じかん
の講義
こうぎ
をほとんど半分

はんぶん
に減

へ
らしてしまった。そうして図書館

としょかん

にはいった。広
ひろ
く、長

なが
く、天 井

てんじょう
が高
たか
く、左右

さゆう
に窓
まど
のたくさんある建物

たてもの
であった。書庫

しょこ
は

入口
いりぐち

しか見
み
えない。こっちの正 面

しょうめん
からのぞくと奥

おく
には、書物

しょもつ
がいくらでも備

そな
えつけてある

ように思
おも
われる。立

た
って見

み
ていると、書庫の中

なか
から、厚

あつ
い本
ほん
を二

に
、三冊
さんさつ

かかえて、出口
でぐち
へ来

き

て 左
ひだり
へ折

お
れて行

い
く者
もの
がある。職 員

しょくいん
閲覧室
えつらんしつ

へ行く人
ひと
である。なかには必要

ひつよう
の本を書棚

しょだな
から

とりおろして、胸
むね
いっぱいにひろげて、立ちながら調

しら
べている人もある。三四郎はうらやまし

くなった。奥まで行って二階
にかい
へ上

あ
がって、それから三階

さんがい
へ上がって、本郷

ほんごう
より高い 所

ところ
で、生

い

きたものを近
ちか
づけずに、紙

かみ
のにおいをかぎながら、――読

よ
んでみたい。けれども何

なに
を読むかに

いたっては、べつにはっきりした 考
かんが
えがない。読んでみなければわからないが、何かあの奥に

たくさんありそうに思う。 

三四郎は一年生
いちねんせい

だから書庫へはいる権利
けんり
がない。しかたなしに、大

おお
きな箱入

はこい
りの札目録

ふだもくろく
を、

こごんで一枚一枚
いちまいいちまい

調べてゆくと、いくらめくってもあとから 新
あたら
しい本の名

な
が出

で
てくる。しま

いに肩
かた
が痛
いた
くなった。顔

かお
を上

あ
げて、中休

なかやす
みに、館内

かんない
を見回
みまわ
すと、さすがに図書館だけあって

静
しず
かなものである。しかも人がたくさんいる。そうして向

む
こうのはずれにいる人の 頭

あたま
が黒
くろ
く

見える。目口
めくち
ははっきりしない。高い窓の外

そと
から 所 々

ところどころ
に木

き
が見える。空

そら
も少
すこ
し見える。遠

とお

くから町
まち
の音
おと
がする。三四郎は立ちながら、学者

がくしゃ
の生活
せいかつ

は静かで深
ふか
いものだと考えた。それ

でその日
ひ
はそのまま帰

かえ
った。 

次
つぎ
の日

ひ
は空想
くうそう

をやめて、はいるとさっそく本
ほん
を借

か
りた。しかし借りそくなったので、すぐ返

かえ

した。あとから借りた本はむずかしすぎて読
よ
めなかったからまた返した。三四郎

さんしろう
はこういうふ

うにして毎日
まいにち

本を八
はち
、九冊
くさつ
ずつは 必

かなら
ず借りた。もっともたまにはすこし読んだのもある。三

四郎が 驚
おどろ
いたのは、どんな本を借りても、きっとだれか一度

いちど
は目

め
を通
とお
しているという事実

じじつ
を

発見
はっけん

した時
とき
であった。それは書 中

しょちゅう
ここかしこに見

み
える鉛筆

えんぴつ
のあとでたしかである。ある時三

四郎は念
ねん
のため、アフラ・ベーンという作家

さっか
の小 説
しょうせつ

を借りてみた。あけるまでは、よもやと

思
おも
ったが、見るとやはり鉛筆で丁寧

ていねい
にしるしがつけてあった。この時三四郎はこれはとうてい

やりきれないと思った。ところへ窓
まど
の外
そと
を楽隊
がくたい

が通
とお
ったんで、つい散歩

さんぽ
に出

で
る気

き
になって、

通りへ出て、とうとう青木堂
あおきどう

へはいった。 
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はいってみると 客
きゃく
が二組
ふたくみ

あって、いずれも学生
がくせい

であったが、向
む
こうのすみにたった一人

ひとり
離
はな
れ

て茶
ちゃ
を飲

の
んでいた 男

おとこ
がある。三四郎がふとその横顔

よこがお
を見ると、どうも 上 京

じょうきょう
の節
せつ
汽車
きしゃ
の中
なか

で水蜜桃
すいみつとう

をたくさん食
く
った人

ひと
のようである。向こうは気

き
がつかない。茶を一口

ひとくち
飲んでは煙草

たばこ

を一吸
ひとす
いすって、たいへんゆっくり構

かま
えている。きょうは白地

しろじ
の浴衣
ゆかた
をやめて、背広

せびろ
を着

き
てい

る。しかしけっしてりっぱなものじゃない。光線
こうせん

の圧 力
あつりょく

の野々宮
ののみや

君
くん
より白シャツだけがまし

なくらいなものである。三四郎は様子
ようす
を見ているうちにたしかに水蜜桃だと物 色

ぶっしょく
した。大学

だいがく

の講義
こうぎ
を聞

き
いてから以来

いらい
、汽車の中でこの男の話

はな
したことがなんだか 急

きゅう
に意義

い ぎ
のあるように

思
おも
われだしたところなので、三四郎はそばへ行

い
って挨拶

あいさつ
をしようかと思った。けれども先方

せんぽう

は正 面
しょうめん

を見たなり、茶を飲んでは煙草をふかし、煙草をふかしては茶を飲んでいる。手
て
の出

だ

しようがない。 

三四郎はじっとその横顔をながめていたが、突然
とつぜん

コップにある葡萄酒
ぶどうしゅ

を飲
の
み干

ほ
して、 表

おもて
へ飛

と

び出
だ
した。そうして図書館

としょかん
に帰
かえ
った。 

その日
ひ
は葡萄酒
ぶどうしゅ

の景気
けいき
と、一種

いっしゅ
の精神作用
せいしんさよう

とで、例
れい
になくおもしろい勉 強

べんきょう
ができたので、

三四郎
さんしろう

は大
おお
いにうれしく思

おも
った。二時間

にじかん
ほど読書三昧

どくしょざんまい
に入
はい
ったのち、ようやく気

き
がついて、

そろそろ帰
かえ
るしたくをしながら、いっしょに借

か
りた書物

しょもつ
のうち、まだあけてみなかった最後

さいご
の

一冊
いっさつ

を何気
なにげ
なく引

ひ
っぺがしてみると、本

ほん
の見返
みかえ
しのあいた 所

ところ
に、乱暴

らんぼう
にも、鉛筆

えんぴつ
でいっぱ

い何
なに
か書

か
いてある。 

「ヘーゲルのベルリン大学
だいがく

に哲学
てつがく

を講
こう
じたる時

とき
、ヘーゲルに毫

ごう
も哲学を売

う
るの意

い
なし。彼

かれ
の

講義
こうぎ
は真
しん
を説

と
くの講義にあらず、真を体

てい
せる人

ひと
の講義なり。舌

した
の講義にあらず、 心

こころ
の講義な

り。真と人と合
ごう
して醇化

じゅんか
一致
いっち
せる時、その説くところ、言

い
うところは、講義のための講義にあ

らずして、道
みち
のための講義となる。哲学の講義はここに至

いた
ってはじめて聞くべし。いたずらに

真を舌頭
ぜっとう

に転
てん
ずるものは、死

しっ
したる墨

すみ
をもって、死したる紙

かみ
の上
うえ
に、むなしき筆記

ひっき
を残
のこ
すに

すぎず。なんの意義
い ぎ
かこれあらん。……余

よ
今
いま
試験
しけん
のため、すなわちパンのために、恨

うら
みをのみ

涙
なみだ
をのんでこの書

しょ
を読

よ
む。岑々

しんしん
たる 頭

かしら
をおさえて未来永劫

みらいえいごう
に試験制度

せいど
を呪詛
じゅそ
することを

記憶
きおく
せよ」 
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とある。署名
しょめい

はむろんない。三四郎は覚
おぼ
えず微笑

びしょ
した。けれどもどこか啓発

けいはつ
されたような気

き

がした。哲学ばかりじゃない、文学
ぶんがく

もこのとおりだろうと 考
かんが
えながら、ページをはぐると、

まだある。「ヘーゲルの……」よほどヘーゲルの好
す
きな 男

おとこ
とみえる。 

「ヘーゲルの講義
こうぎ
を聞

き
かんとして、四方

しほう
よりベルリンに集

あつ
まれる学生

がくせい
は、この講義を衣食

いしょく
の

資
し
に利用
りよう
せんとの野心

やしん
をもって集まれるにあらず。ただ哲人

てつじん
ヘーゲルなるものありて、講壇

こうだん
の

上
うえ
に、無上

むじょう
普遍
ふへん
の真
しん
を伝
つた
うると聞いて、向上求道

こうじょうぐどう
の念
ねん
に切
せつ
なるがため、壇下

だんか
に、わが

不穏底
ふおんてい

の疑義
ぎ ぎ
を解 釈
かいしゃく

せんと欲
よく
したる清 浄 心

しょうじょうしん
の発現
はつげん

にほかならず。このゆえに彼
かれ
らはヘー

ゲルを聞いて、彼らの未来
みらい
を決 定
けつじょう

しえたり。自己
じ こ
の運命
うんめい

を改造
かいぞう

しえたり。のっぺらぼうに講

義を聞いて、のっぺらぼうに卒 業
そつぎょう

し去
さ
る公
きみ
ら日本
にほん
の大学生
だいがくせい

と同
おな
じ事
こと
と思
おも
うは、天下

てんか
の己惚
うぬぼ

れなり。公らはタイプ・ライターにすぎず。しかも欲張
よくば
ったるタイプ・ライターなり。公らの

なすところ、思うところ、言
い
うところ、ついに切実

せつじつ
なる社会

しゃかい
の活気運
かっきうん

に関
かん
せず。死

し
に至
いた
るま

でのっぺらぼうなるかな。死に至るまでのっぺらぼうなるかな」 

と、のっぺらぼうを二
に
へん繰

く
り返
かえ
している。三四郎は黙然

もくぜん
として 考

かんが
え込

こ
んでいた。すると、

うしろからちょいと肩
かた
をたたいた者

もの
がある。例

れい
の与次郎
よじろう

であった。与次郎を図書館
としょかん

で見
み
かける

のは 珍
めずら
しい。彼は講義はだめだが、図書館は大切

たいせつ
だと主 張

しゅちょう
する 男

おとこ
である。けれども主張ど

おりにはいることも少
すく
ない男である。 

「おい、野々宮
ののみや

宗八
そうはち

さんが、君
きみ
を捜
さが
していた」と言う。与次郎が野々宮君を知

し
ろうとは思いが

けなかったから、念
ねん
のため理科

り か
大学
だいがく

の野々宮さんかと聞
き
き直
なお
すと、うんという 答

こたえ
を得

え
た。さ

っそく本
ほん
を置

お
いて入口

いりぐち
の新聞
しんぶん

を閲覧
えつらん

する 所
ところ
まで出

で
て行

い
ったが、野々宮君

くん
がいない。玄関

げんかん
ま

で出てみたがやっぱりいない。石段
いしだん

を降
お
りて、首

くび
を延

の
ばしてその辺

へん
を見回
みまわ
したが影

かげ
も 形
かたち
も見

えない。やむを得
え
ず引

ひ
き返
かえ
した。もとの席

せき
へ来

き
てみると、与次郎が、例のヘーゲル論

ろん
をさし

て、小
ちい
さな声

こえ
で、 

「だいぶ振
ふる
ってる。 昔

むかし
の卒 業 生
そつぎょうせい

に違
ちが
いない。昔のやつは乱暴

らんぼう
だが、どこかおもしろいとこ

ろがある。実際
じっさい

このとおりだ」とにやにやしている。だいぶ気
き
に入

い
ったらしい。三四郎は 

「野々宮さんはおらんぜ」と言う。 

「さっき入口にいたがな」 
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「何
なに
か用
よう
があるようだったか」 

「あるようでもあった」 

二人
ふたり
はいっしょに図書館

としょかん
を出

で
た。その時

とき
与次郎
よじろう

が話
はな
した。――野々宮

ののみや
君
くん
は自分
じぶん
の寄寓
きぐう
している

広田
ひろた

先生
せんせい

の、もとの弟子
で し
でよく来

く
る。たいへんな学問

がくもん
好
ず
きで、研 究

けんきゅう
もだいぶある。その道

みち
の

人
ひと
なら、西洋人

せいようじん
でもみんな野々宮君の名

な
を知

し
っている。 

三四郎
さんしろう

はまた、野々宮君の先生で、 昔
むかし
正門
せいもん

内
ない
で馬
うま
に苦
くる
しめられた人の話を思

おも
い出

だ
して、ある

いはそれが広田先生ではなかろうかと 考
かんが
えだした。与次郎にその事

こと
を話すと、与次郎は、こ

とによると、うちの先生だ、そんなことをやりかねない人だと言
い
って笑

わら
っていた。 

その翌日
よくじつ

はちょうど日曜
にちよう

なので、学校
がっこう

では野々宮君に会
あ
うわけにゆかない。しかしきのう自

分を捜
さが
していたことが気

き
がかりになる。さいわいまだ新宅

しんたく
を訪問
ほうもん

したことがないから、こっ

ちから行
い
って用事

ようじ
を聞

き
いてきようという気

き
になった。 

思
おも
い立

た
ったのは朝

あさ
であったが、新聞

しんぶん
を読

よ
んでぐずぐずしているうちに昼

ひる
になる。昼飯

ひ る
を食

た
べ

たから、出かけようとすると、久
ひさ
しぶりに熊本出

くまもとで
の友人
ゆうじん

が来る。ようやくそれを帰
かえ
したのはか

れこれ四時
よ じ
過
す
ぎである。ちとおそくなったが、予定

よてい
のとおり出た。 

野々宮の家
いえ
はすこぶる遠

とお
い。四

し
、五日前
ごにちまえ

大久保
おおくぼ

へ越
こ
した。しかし電車

でんしゃ
を利用
りよう
すれば、すぐに行

い

かれる。なんでも停車場
ステーション

の近辺
きんぺん

と聞
き
いているから、捜すに不便

ふべん
はない。実

じつ
をいうと三四郎は

かの平野家
ひらのや

行
ゆ
き以来
いらい
とんだ失敗

しっぱい
をしている。神田

かんだ
の高等
こうとう

商 業
しょうぎょう

学校
がっこう

へ行くつもりで、本郷
ほんごう

四丁目
よんちょうめ

から乗
の
ったところが、乗

の
り越

こ
して九段

くだん
まで来て、ついでに飯田橋

いいだばし
まで持

も
ってゆかれて、

そこでようやく外濠線
そとぼりせん

へ乗
の
り換

か
えて、御茶

おちゃ
の水
みず
から、神田橋

かんだばし
へ出て、まだ悟

さと
らずに鎌倉河岸

かまくらがし

を数寄屋橋
す き や ば し

の方
ほう
へ向

む
いて急

いそ
いで行ったことがある。それより以来電車はとかくぶっそうな感

かん
じ

がしてならないのだが、甲武線
こうぶせん

は一筋
ひとすじ

だと、かねて聞いているから安心
あんしん

して乗った。 

大久保
おおくぼ

の停車場
ステーション

を降
お
りて、仲 百 人

なかひゃくにん
の通
とお
りを戸山学校

とやまがっこう
の方
ほう
へ行

い
かずに、踏切

ふみきり
からすぐ横

よこ
へ折

お

れると、ほとんど三 尺
さんしゃく

ばかりの細
ほそ
い道
みち
になる。それを爪先上

つまさきあ
がりにだらだらと上がると、ま

ばらな孟宗藪
もうそうやぶ

がある。その藪の手前
てまえ
と先
さき
に一軒
いっけん

ずつ人
ひと
が住

す
んでいる。野々宮

ののみや
の家
いえ
はその手前

の分
ぶん
であった。小

ちい
さな門

もん
が道の向

む
きにまるで関係

かんけい
のないような位置

い ち
に筋
すじ
かいに立

た
っていた。
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はいると、家がまた見当違
けんとうちが

いの 所
ところ
にあった。門も入口

いりぐち
もまったくあとからつけたものらし

い。 

台 所
だいどころ

のわきにりっぱな生垣
いけがき

があって、庭
にわ
の方にはかえって仕切

し き
りもなんにもない。ただ大

おお
き

な萩
はぎ
が人の背

せ
より高

たか
く延

の
びて、座敷

ざしき
の椽側
えんがわ

を少
すこ
し隠
かく
しているばかりである。野々宮君

くん
はこの

椽側に椅子
い す
を持

も
ち出

だ
して、それへ腰

こし
を掛

か
けて西洋

せいよう
の雑誌
ざっし
を読

よ
んでいた。三四郎

さんしろう
のはいって来

き
た

のを見
み
て、 

「こっちへ」と言
い
った。まるで理科

り か
大学
だいがく

の穴倉
あなぐら

の中
なか
と同
おな
じ挨拶
あいさつ

である。庭からはいるべきの

か、玄関
げんかん

から回
まわ
るべきのか、三四郎は少しく躊 躇

ちゅうちょ
していた。するとまた 

「こっちへ」と催促
さいそく

するので、思
おも
い切

き
って庭から上がることにした。座敷はすなわち書斎

しょさい

で、広
ひろ
さは八 畳

はちじょう
で、わりあいに西洋の書物

しょもつ
がたくさんある。野々宮君は椅子

い す
を離
はな
れてすわっ

た。三四郎は閑静
かんせい

な所だとか、わりあいに御茶
おちゃ
の水
みず
まで早

はや
く出

で
られるとか、望 遠 鏡

ぼうえんきょう
の試験
しけん
は

どうなりましたとか、――締
し
まりのない当座

とうざ
の 話
はなし
をやったあと、 

「きのう 私
わたし
を捜
さが
しておいでだったそうですが、何

なに
か御用
ごよう
ですか」と聞

き
いた。すると野々宮君

は、少し気
き
の毒
どく
そうな顔

かお
をして、 

「なにじつはなんでもないですよ」と言った。三四郎はただ「はあ」と言った。 

「それでわざわざ来
き
てくれたんですか」 

「なに、そういうわけでもありません」 

「じつはお国
くに
のおっかさんがね、せがれがいろいろお世話

せ わ
になるからと言

い
って、結構

けっこう
なものを

送
おく
ってくださったから、ちょっとあなたにもお礼

れい
を言

い
おうと思

おも
って……」 

「はあ、そうですか。何
なに
か送ってきましたか」 

「ええ赤
あか
い 魚
さかな
の粕漬
かすづけ

なんですがね」 

「じゃひめいちでしょう」 



Sanshirō	by	Natsume	Sōseki	–	Chapter	3	 12	

三四郎
さんしろう

はつまらんものを送ったものだと思った。しかし野々宮
ののみや

君
くん
はかのひめいちについていろ

いろな事
こと
を質問
しつもん

した。三四郎は特
とく
に食

く
う時
とき
の心得
こころえ

を説明
せつめい

した。粕
かず
ごと焼

や
いて、いざ皿

さら
へう

つすという時に、粕を取
と
らないと味

あじ
が抜

ぬ
けると言って教

おし
えてやった。 

二人
ふたり
がひめいちについて問答

もんどう
をしているうちに、日

ひ
が暮

く
れた。三四郎はもう帰

かえ
ろうと思って

挨拶
あいさつ

をしかけるところへ、どこからか電報
でんぽう

が来
き
た。野々宮君は封

ふう
を切

き
って、電報を読

よ
んだ

が、口
くち
のうちで、「困

こま
ったな」と言った。 

三四郎はすましているわけにもゆかず、といってむやみに立
た
ち入

い
った事を聞く気

き
にもならなか

ったので、ただ、 

「何かできましたか」と棒
ぼう
のように聞いた。すると野々宮君は、 

「なにたいしたことでもないのです」と言って、手
て
に持

も
った電報を、三四郎に見

み
せてくれた。

すぐ来てくれとある。 

「どこかへおいでになるのですか」 

「ええ、 妹
いもうと

がこのあいだから病気
びょうき

をして、大学
だいがく

の病 院
びょういん

にはいっているんですが、そいつ

がすぐ来てくれと言うんです」といっこう騒
さわ
ぐ気色
けしき
もない。三四郎のほうはかえって 驚

おどろ
い

た。野々宮君の妹と、妹の病気と、大学の病院をいっしょにまとめて、それに池
いけ
の周囲
しゅうい

で会
あ
っ

た 女
おんな
を加
くわ
えて、それを一

いち
どきにかき回

まわ
して、驚いている。 

「じゃ、よほどお悪
わる
いんですな」 

「なにそうじゃないんでしょう。じつは母
はは
が看 病
かんびょう

に行
い
ってるんですが、――もし病気のため

なら、電車
でんしゃ

へ乗
の
って駆

か
けて来たほうが早

はや
いわけですからね。――なに妹のいたずらでしょう。

ばかだから、よくこんなまねをします。ここへ越
こ
してからまだ一

いっ
ぺんも行かないものだから、

きょうの日曜
にちよう

には来ると思って待
ま
ってでもいたのでしょう、それで」と言って首

くび
を横
よこ
に曲

ま
げて

考
かんが
えた。 

「しかしおいでになったほうがいいでしょう。もし悪いといけません」 
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「さよう。四
し
、五日
ごんち
行かないうちにそう 急

きゅう
に変
かわ
るわけもなさそうですが、まあ行ってみる

か」 

「おいでになるにしくはないでしょう」 

野々宮
ののみや

は行
い
くことにした。行くときめたについては、三四郎

さんしろう
に頼
たの
みがあると言

い
いだした。万一

まんいち

病気
びょうき

のための電報
でんぽう

とすると、今夜
こんや
は帰
かえ
れない。すると留守

る す
が下女
げじょ
一人
ひとり
になる。下女が非常

ひじょう
に

臆 病
おくびょう

で、近所
きんじょ

がことのほかぶっそうである。来合
き あ
わせたのがちょうど 幸

さいわ
いだから、あすの

課業
かぎょう

にさしつかえがなければ泊
とま
ってくれまいか、もっともただの電報ならばすぐ帰ってくる。

まえからわかっていれば、例
れい
の佐々木

さ さ き
でも頼むはずだったが、今

いま
からではとても間

ま
に合

あ
わな

い。たった一晩
ひとばん

のことではあるし、病 院
びょういん

へ泊るか、泊らないか、まだわからないさきから、

関係
かんけい

もない人
ひと
に、迷惑

めいわく
をかけるのはわがまますぎて、しいてとは言いかねるが、――むろん

野々宮はこう 流 暢
りゅうちょう

には頼まなかったが、相手
あいて
の三四郎が、そう流暢に頼まれる必要

ひつよう
のない

男
おとこ
だから、すぐ承知

しょうち
してしまった。 

下女が御飯
ごはん
はというのを、「食

く
わない」と言ったまま、三四郎に「失敬

しっけい
だが、君

きみ
一人で、あと

で食ってください」と夕飯
ゆうはん

まで置
お
き去

ざ
りにして、出

で
ていった。行ったと思ったら暗

くら
い萩
はぎ
の 間
あいだ

から大
おお
きな声

こえ
を出

だ
して、 

「ぼくの書斎
しょさい

にある本
ほん
はなんでも読

よ
んでいいです。別

べつ
におもしろいものもないが、何

なに
か御覧
ごらん

なさい。小 説
しょうせつ

も少
すこ
しはある」 

と言ったまま消
き
えてなくなった。椽側

えんがわ
まで見送

みおく
って三四郎が礼

れい
を述

の
べた時は、三坪

みつぼ
ほどな

孟宗藪
もうそうやぶ

の竹
たけ
が、まばらなだけに一本

いっぽん
ずつまだ見えた。 

まもなく三四郎は八 畳 敷
はちじょうしき

の書斎のまん中
なか
で小
ちい
さい膳

ぜん
を控
ひか
えて、晩飯

ばんめし
を食った。膳の上

うえ
を見

ると、主人
しゅじん

の言葉
ことば
にたがわず、かのひめいちがついている。久

ひさ
しぶりで故郷

ふるさと
の 香
かおり
をかいだよ

うでうれしかったが、飯はそのわりにうまくなかった。お給仕
きゅうじ

に出た下女の顔
かお
を見ると、これ

も主人の言ったとおり、臆病にできた目鼻
めはな
であった。 

飯
めし
が済

す
むと下女

げじょ
は台 所
だいどころ

へ下
さ
がる。三四郎

さんしろう
は一人
ひとり
になる。一人になっておちつくと、野々宮

ののみや
君
くん

の 妹
いもうと

の事
こと
が 急
きゅう
に心配
しんぱい

になってきた。危篤
きとく
なような気

き
がする。野々宮君の駆

か
けつけ方

かた
がおそ
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いような気がする。そうして妹がこのあいだ見
み
た 女
おんな
のような気がしてたまらない。三四郎はも

う一
いっ
ぺん、女の顔

かお
つきと目

め
つきと、服装

ふくそう
とを、あの時

とき
あのままに、繰

く
り返
かえ
して、それを

病 院
びょういん

の寝台
ねだい
の上
うえ
に乗

の
せて、そのそばに野々宮君を立

た
たして、二

に
、三
さん
の会話
かいわ
をさせたが、兄

あに
で

はもの足
た
らないので、いつのまにか、自分

じぶん
が代理
だいり
になって、いろいろ親切

しんせつ
に介抱
かいほう

していた。と

ころへ汽車
きしゃ
がごうと鳴

な
って孟宗藪

もうそうやぶ
のすぐ下

した
を通
とお
った。根太

ね だ
のぐあいか、土質

どしつ
のせいか座敷

ざしき
が

少
すこ
し震
ふる
えるようである。 

三四郎は看 病
かんびょう

をやめて、座敷を見回
みまわ
した。いかさま古

ふる
い建物
たてもの

と思
おも
われて、 柱

はしら
に寂
さび
がある。

その代
かわ
り唐紙
からかみ

の立
た
てつけが悪

わる
い。天 井

てんじょう
はまっ黒

くろ
だ。ランプばかりが当世

とうせい
に光
ひか
っている。

野々宮君のような新式
しんしき

の学者
がくしゃ

が、もの好
す
きにこんな家

うち
を借

か
りて、封建

ほうけん
時代
じだい
の孟宗藪
もうそうやぶ

を見て暮
く

らすのと同格
どうかく

である。もの好きならば当人
とうにん

の随意
ずいい
だが、もし必要

ひつよう
にせまられて、郊外

こうがい
にみず

からを放逐
ほうちく

したとすると、はなはだ気
き
の毒
どく
である。聞

き
くところによると、あれだけの学者で、

月
つき
にたった五十五円

ごじゅうごえん
しか、大学

だいがく
からもらっていないそうだ。だからやむをえず私立

しりつ
学校
がっこう

へ教
おし

えにゆくのだろう。それで妹に入 院
にゅういん

されてはたまるまい。大久保
おおくぼ

へ越
こ
したのも、あるいはそ

んな経 済 上
けいざいじょう

のつごうかもしれない。…… 

宵
よい
の口
くち
ではあるが、場所

ばしょ
が場所だけにしんとしている。庭

にわ
の先
さき
で虫
むし
の音

ね
がする。ひとりです

わっていると、さみしい秋
あき
の初
はじ
めである。その時

とき
遠
とお
い 所
ところ
でだれか、 

「ああああ、もう少
すこ
しの間

ま
だ」 

と言
い
う声
こえ
がした。方角

ほうがく
は家
いえ
の裏手
うらて
のようにも思

おも
えるが、遠いのでしっかりとはわからなかっ

た。また方角を聞
き
き分

わ
ける暇

ひま
もないうちに済

す
んでしまった。けれども三四郎

さんしろう
の耳
みみ
には明

あき
らかに

この一句
いっく
が、すべてに捨

す
てられた人

ひと
の、すべてから返事

へんじ
を予期

よ き
しない、真実

しんじつ
の独 白
ひとりごと

と聞こえ

た。三四郎は気味
き み
が悪
わる
くなった。ところへまた汽車

きしゃ
が遠くから響

ひび
いて来

き
た。その音が次第

しだい
に近
ちか

づいて孟宗藪
もうそうやぶ

の下
した
を通
とお
る時には、前

まえ
の列車
れっしゃ

よりも倍
ばい
も高
たか
い音
おと
を立

た
てて過

す
ぎ去

さ
った。座敷

ざしき
の

微震
びしん
がやむまでは茫然

ぼうぜん
としていた三四郎は、石火

せっか
のごとく、さっきの嘆声

たんせい
と今
いま
の列車の響き

とを、一種
いっしゅ

の因果
いんが
で結
むす
びつけた。そうして、ぎくんと飛

と
び上

あ
がった。その因果は恐

おそ
るべきもの

である。 
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三四郎はこの時じっと座
ざ
に着

つ
いていることのきわめて困難

こんなん
なのを発見

はっけん
した。背筋

せすじ
から足

あし
の裏
うら

までが疑惧
ぎ ぐ
の刺激
しげき
でむずむずする。立

た
って便所

べんじょ
に行

い
った。窓

まど
から外

そと
をのぞくと、一面

いちめん
の

星月夜
ほしづきよ

で、土手
ど て
下の汽車道

きしゃみち
は死

し
んだように静

しず
かである。それでも竹格子

たけごうし
のあいだから鼻

はな
を出

だ
す

くらいにして、暗
くら
い所をながめていた。 

すると停車場
ステーション

の方
ほう
から提 灯

ちょうちん
をつけた 男

おとこ
がレールの上

うえ
を伝
つた
ってこっちへ来る。話

はな
し声
こえ
で判
はん

じると三
さん
、四人
よにん
らしい。提灯の影

かげ
は踏切
ふみきり

から土手下へ隠
かく
れて、孟宗藪の下を通る時は、話し

声だけになった。けれども、その言葉
ことば
は手

て
に取

と
るように聞

き
こえた。 

「もう少し先だ」 

足音
あしおと

は向
む
こうへ遠のいて行

い
く。三四郎は庭先

にわさき
へ回
まわ
って下駄

げ た
を突

つ
っ掛

か
けたまま孟宗藪の所か

ら、一 間 余
いっけんあまり

の土手を這
は
い降

お
りて、提灯のあとを追

お
っかけて行

い
った。 

五
ご
、六間
ろっけん

行くか行かないうちに、また一人
ひとり
土手から飛

と
び降

お
りた者

もの
がある。―― 

「轢死
れきし
じゃないですか」 

三四郎
さんしろう

は何
なに
か答
こた
えようとしたが、ちょっと声

こえ
が出

で
なかった。そのうち黒

くろ
い 男
おとこ
は行

ゆ
き過

す
ぎた。

これは野々宮
ののみや

君
くん
の奥
おく
に住

す
んでいる家

いえ
の主人
あるじ
だろうと、後

あと
をつけながら 考

かんが
えた。半 町

はんちょう
ほどく

ると提 灯
ちょうちん

が留
と
まっている。人

ひと
も留まっている。人は灯

ひ
をかざしたまま黙

だま
っている。三四郎は

無言
むごん
で灯の下

した
を見

み
た。下には死骸

しがい
が半分
はんぶん

ある。汽車
きしゃ
は右
みぎ
の肩
かた
から乳

ちち
の下を腰

こし
の上
うえ
までみごと

に引
ひ
きちぎって、斜掛

はすか
けの胴

どう
を置

お
き去

ざ
りにして行

い
ったのである。顔

かお
は無傷
むきず
である。若

わか
い 女
おんな

だ。 

三四郎はその時
とき
の心持
こころも

ちをいまだに覚
おぼ
えている。すぐ帰

かえ
ろうとして、 踵

きびす
をめぐらしかけた

が、足
あし
がすくんでほとんど動

うご
けなかった。土手

ど て
を這

は
い上

あ
がって、座敷

ざしき
へもどったら、動悸

どうき
が打

う

ち出
だ
した。水

みず
をもらおうと思

おも
って、下女

げじょ
を呼

よ
ぶと、下女はさいわいになんにも知

し
らないらし

い。しばらくすると、奥の家で、なんだか騒
さわ
ぎ出

だ
した。三四郎は主人が帰ったんだなと覚

さと
っ

た。やがて土手の下ががやがやする。それが済
す
むとまた静

しず
かになる。ほとんど堪

た
え難
がた
いほどの

静かさであった。 
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三四郎の目
め
の前
まえ
には、ありありとさっきの女の顔が見える。その顔と「ああああ……」と言っ

た 力
ちから
のない声と、その二

ふた
つの奥に潜

ひそ
んでおるべきはずの無残

むざん
な運命
うんめい

とを、継
つ
ぎ合

あ
わして考え

てみると、人生
じんせい

という丈夫
じょうぶ

そうな 命
いのち
の根

ね
が、知らぬまに、ゆるんで、いつでも暗闇

くらやみ
へ浮

う
き出

だ

してゆきそうに思
おも
われる。三四郎は欲

よく
も得
とく
もいらないほどこわかった。ただごうという

一 瞬 間
いっしゅんかん

である。そのまえまではたしかに生
い
きていたに違

ちが
いない。 

三四郎
さんしろう

はこの時
とき
ふと汽車

きしゃ
で水蜜桃
すいみつとう

をくれた 男
おとこ
が、あぶないあぶない、気

き
をつけないとあぶな

い、と言
い
ったことを思

おも
い出

だ
した。あぶないあぶないと言いながら、あの男はいやにおちついて

いた。つまりあぶないあぶないと言いうるほどに、自分
じぶん
はあぶなくない地位

ち い
に立

た
っていれば、

あんな男にもなれるだろう。世
よ
の中
なか
にいて、世の中を傍観

ぼうかん
している人

ひと
はここに面白味

おもしろみ
があるか

もしれない。どうもあの水蜜桃の食
く
いぐあいから、青木堂

あおきどう
で茶
ちゃ
を飲

の
んでは煙草

たばこ
を吸

す
い、煙草を

吸っては茶を飲んで、じっと正 面
しょうめん

を見
み
ていた様子

ようす
は、まさにこの種

しゅ
の人物
じんぶつ

である。――

批評家
ひひょうか

である。――三四郎は 妙
みょう
な意味

い み
に批評家という字

じ
を使
つか
ってみた。使ってみて自分でう

まいと感心
かんしん

した。のみならず自分も批評家として、未来
みらい
に存在
そんざい

しようかとまで 考
かんが
えだした。

あのすごい死顔
しにがお

を見るとこんな気
き
も起

お
こる。 

三四郎は部屋
へ や
のすみにあるテーブルと、テーブルの前

まえ
にある椅子

い す
と、椅子の横

よこ
にある本箱

ほんばこ
と、

その本箱の中
なか
に行儀
ぎょうぎ

よく並
なら
べてある洋書

ようしょ
を見回
みまわ
して、この静

しず
かな書斎

しょさい
の主人
あるじ
は、あの批評家

と同
おな
じく無事

ぶ じ
で幸福
こうふく

であると思
おも
った。――光線

こうせん
の圧 力
あつりょく

を研 究
けんきゅう

するために、 女
おんな
を轢死
れきし
させ

ることはあるまい。主人の 妹
いもうと

は病気
びょうき

である。けれども兄
あに
の作
つく
った病気ではない。みずから

かかった病気である。などとそれからそれへと 頭
あたま
が移
うつ
ってゆくうちに、十一時

じゅういちじ
になった。

中野行
なかのゆき

の電車
でんしゃ

はもう来
こ
ない。あるいは病気が悪

わる
いので帰

かえ
らないのかしらと、また心配

しんぱい
にな

る。ところへ野々宮
ののみや

から電報
でんぽう

が来
き
た。妹無事、あす朝

あさ
帰るとあった。 

安心
あんしん

して床
とこ
にはいったが、三四郎の夢

ゆめ
はすこぶる危険

きけん
であった。――轢死を企

きわ
てた女は、

野々宮に関係
かんけい

のある女で、野々宮はそれと知
し
って家

いえ
へ帰
かえ
って来

こ
ない。ただ三四郎を安心させる

ために電報だけ掛
か
けた。妹無事とあるのは 偽

いつわ
りで、今夜

こんや
轢死のあった時刻

じこく
に妹も死

し
んでしまっ

た。そうしてその妹はすなわち三四郎が池
いけ
の端
はた
で会

あ
った女である。…… 

三四郎
さんしろう

はあくる日
ひ
例
れい
になく早

はや
く起

お
きた。 
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寝
ね
つけない 所

ところ
に寝た床

とこ
のあとをながめて、煙草

たばこ
を一本
いっぽん

のんだが、ゆうべの事
こと
は、すべて夢

ゆめ
の

ようである。椽側
えんがわ

へ出
で
て、低

ひく
い 廂
ひさし
の外
そと
にある空

そら
を仰
あお
ぐと、きょうはいい天気

てんき
だ。世界

せかい
が今
いま

朗
ほが
らかになったばかりの色

いろ
をしている。飯

めし
を済

す
まして茶

ちゃ
を飲

の
んで、椽側に椅子

い す
を持

も
ち出

だ
して

新聞
しんぶん

を読
よ
んでいると、約束

やくそく
どおり野々宮

ののみや
君
くん
が帰
かえ
って来

き
た。 

「昨夜
さくや
、そこに轢死

れきし
があったそうですね」と言

い
う。停車場

ステーション
か何
なに
かで聞

き
いたものらしい。三四郎

は自分
じぶん
の経験
けいけん

を残
のこ
らず話

はな
した。 

「それは 珍
めずら
しい。めったに会

あ
えないことだ。ぼくも家

いえ
におればよかった。死骸

しがい
はもう片

かた
づけ

たろうな。行
い
っても見

み
られないだろうな」 

「もうだめでしょう」と一口
ひとくち

答
こた
えたが、野々宮君ののん気

き
なのには 驚

おどろ
いた。三四郎はこの

無神経
むしんけい

をまったく夜
よる
と昼
ひる
の差別
さべつ
から起

お
こるものと断定

だんてい
した。光線

こうせん
の圧 力
あつりょく

を試験
しけん
する人

ひと
の

性癖
せいへき

が、こういう場合
ばあい
にも、同

おな
じ態度
たいど
で表
あら
われてくるのだとはまるで気

き
がつかなかった。年

とし

が若
わか
いからだろう。 

三四郎
さんしろう

は 話
はなし
を転
てん
じて、病 人

びょうにん
のことを尋

たず
ねた。野々宮

ののみや
君
くん
の返事
へんじ
によると、はたして自分

じぶん
の

推測
すいそく

どおり病人に異状
いじょう

はなかった。ただ五
ご
、六日
ろくんち

以来
いらい
行
い
ってやらなかったものだから、それ

を物足
ものた
りなく思

おも
って、退屈紛

たいくつまぎ
れに兄

あに
を釣

つ
り寄

よ
せたのである。きょうは日曜

にちよう
だのに来

き
てくれな

いのはひどいと言
い
って怒

おこ
っていたそうである。それで野々宮君は 妹

いもうと
をばかだと言っている。

本当
ほんとう

にばかだと思っているらしい。この 忙
いそが
しいものに大切

たいせつ
な時間
じかん
を浪費
ろうひ
させるのは愚

ぐ
だとい

うのである。けれども三四郎にはその意味
い み
がほとんどわからなかった。わざわざ電報

でんぽう
を掛

か
けて

まで会
あ
いたがる妹なら、日曜の一晩

ひとばん
や二晩
ふたばん

をつぶしたって惜
お
しくはないはずである。そういう

人
ひと
に会って過

す
ごす時間が、本当の時間で、穴倉

あなぐら
で光線
こうせん

の試験
しけん
をして暮

く
らす月日

つきひ
はむしろ人生

じんせい

に遠
とお
い閑 生 涯
かんしょうがい

というべきものである。自分が野々宮君であったならば、この妹のために

勉 強
べんきょう

の妨害
ぼうがい

をされるのをかえってうれしく思うだろう。くらいに感
かん
じたが、その時

とき
は轢死
れきし
の

事
こと
を忘
わす
れていた。 

野々宮君は昨夜
さくや
よく寝

ね
られなかったものだからぼんやりしていけないと言いだした。きょうは

さいわい昼
ひる
から早稲田

わ せ だ
の学校
がっこう

へ行
い
く日

ひ
で、大学

だいがく
のほうは休

やす
みだから、それまで寝ようと言っ

ている。「だいぶおそくまで起
お
きていたんですか」と三四郎が聞

き
くと、じつは偶然

ぐうぜん
、
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高等学校
こうとうがっこう

で教
おそ
わったもとの先生

せんせい
の広田
ひろた
という人が妹の見舞

み ま
いに来てくれて、みんなで話をし

ているうちに、電車
でんしゃ

の時間に遅
おく
れて、つい泊

とま
ることにした。広田の家

うち
へ泊るべきのを、また

妹がだだをこねて、ぜひ病 院
びょういん

に泊れと言って聞かないから、やむをえず狭
せま
い 所
ところ
へ寝たら、

なんだか苦
くる
しくって寝つかれなかった。どうも妹は愚物

ぐぶつ
だ。とまた妹を攻撃

こうげき
する。三四郎はお

かしくなった。少
すこ
し妹のために弁護

べんご
しようかと思ったが、なんだか言いにくいのでやめにし

た。 

その代
かわ
り広田
ひろた
さんの事

こと
を聞

き
いた。三四郎

さんしろう
は広田さんの名前

なまえ
をこれで三

さん
、四

し
へん耳

みみ
にしている。

そうして、水蜜桃
すいみつとう

の先生
せんせい

と青木堂
あおきどう

の先生に、ひそかに広田さんの名
な
をつけている。それから

正門内
せいもんない

で意地
い じ
の悪
わる
い馬
うま
に苦
くる
しめられて、喜多床

きたどこ
の職 人
しょくにん

に笑
わら
われたのもやはり広田先生にし

てある。ところが今
いま

承
うけたまわ

ってみると、馬の件
けん
ははたして広田先生であった。それで水蜜桃も

必
かなら
ず同先生
どうせんせい

に違
ちが
いないと決

き
めた。 考

かんが
えると、少

すこ
し無理

む り
のようでもある。 

帰
かえ
る時
とき
に、ついでだから、午前中

ごぜんちゅう
に届
とど
けてもらいたいと言

い
って、 袷

あわせ
を一枚
いちまい

病 院
びょういん

まで頼
たの
ま

れた。三四郎は大
おお
いにうれしかった。 

三四郎は 新
あたら
しい四角

しかく
な帽子
ぼうし
をかぶっている。この帽子をかぶって病院に行

い
けるのがちょっと

得意
とくい
である。さえざえしい顔

かお
をして野々宮

ののみや
君
くん
の家
うち
を出

で
た。 

御茶
おちゃ
の水
みず
で電車
でんしゃ

を降
お
りて、すぐ 俥

くるま
に乗

の
った。いつもの三四郎に似合

に あ
わぬ所作

しょさ
である。威勢

いせい
よ

く赤門
あかもん

を引
ひ
き込

こ
ませた時、法文科

ほうぶんか
のベルが鳴

な
り出

だ
した。いつもならノートとインキ壺

つぼ
を持

も
っ

て、八番
はちばん

の教 室
きょうしつ

にはいる時分
じぶん
である。一

いち
、二時間
にじかん

の講義
こうぎ
ぐらい聞

き
きそくなってもかまわない

という気
き
で、まっすぐに青山

あおやま
内科
ないか
の玄関
げんかん

まで乗りつけた。 

上
あ
がり口

ぐち
を奥
おく
へ、二

ふた
つ目

め
の角
かど
を右
みぎ
へ切

き
れて、突当

つきあ
たりを 左

ひだり
へ曲

ま
がると東 側

ひがしがわ
の部屋

へ や
だと教

おそ
わ

ったとおり歩
ある
いて行くと、はたしてあった。黒塗

くろぬ
りの札

ふだ
に野々宮よし子

こ
と仮名

か な
で書

か
いて、戸口

とぐち

に掛
か
けてある。三四郎はこの名前を読

よ
んだまま、しばらく戸口の 所

ところ
でたたずんでいた。いなか

物
もの
だからノックするなぞという気

き
の利

き
いた事

こと
はやらない。「この中

なか
にいる人

ひと
が、野々宮君の

妹
いもうと

で、よし子という 女
おんな
である」 
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三四郎はこう思
おも
って立

た
っていた。戸

と
をあけて顔

かお
が見

み
たくもあるし、見て失望

しつぼう
するのがいやでも

ある。自分
じぶん
の 頭
あたま
の中
なか
に往来
おうらい

する女の顔は、どうも野々宮宗八
そうはち

さんに似
に
ていないのだから困

こま

る。 

うしろから看護婦
かんごふ

が草履
ぞうり
の音
おと
をたてて近

ちか
づいて来

き
た。三四郎

さんしろう
は思
おも
い切

き
って戸

と
を半分
はんぶん

ほどあけ

た。そうして中
なか
にいる 女

おんな
と顔
かお
を見合

み あ
わせた。（片手

かたて
にハンドルをもったまま） 

目
め
の大
おお
きな、鼻

はな
の細
ほそ
い、 唇

くちびる
の薄
うす
い、鉢

はち
が開
ひら
いたと思

おも
うくらいに、 額

ひたい
が広
ひろ
くって顎

あご
がこけ

た女であった。造作
ぞうさく

はそれだけである。けれども三四郎は、こういう顔
かお
だちから出

で
る、この時

とき

にひらめいた咄嗟
とっさ
の 表 情
ひょうじょう

を生
う
まれてはじめて見た。青白

あおじろ
い額のうしろに、自然

しぜん
のままにた

れた濃
こ
い髪
かみ
が、肩

かた
まで見える。それへ東 窓

ひがしまど
をもれる朝日

あさひ
の 光
ひかり
が、うしろからさすので、髪

と日光
ひ
の触

ふ
れ合

あ
う 境
さかい
のところが菫 色

すみれいろ
に燃

も
えて、生

い
きた 暈

つきかさ
をしょってる。それでいて、顔

も額もはなはだ暗
くら
い。暗くて青白い。そのなかに遠

とお
い心持
こころも

ちのする目がある。高
たか
い雲
くも
が空
そら
の

奥
おく
にいて容易

ようい
に動
うご
かない。けれども動かずにもいられない。ただなだれるように動く。女が三

四郎を見た時は、こういう目つきであった。 

三四郎はこの表情のうちにものうい憂鬱
ゆううつ

と、隠
かく
さざる快活

かいかつ
との統一

とういつ
を見いだした。その統一

の感
かん
じは三四郎にとって、 最

もっと
も 尊
とうと
き人生
じんせい

の一片
いっぺん

である。そうして一大
いちだい

発見
はっけん

である。三四

郎はハンドルをもったまま、――顔を戸の影
かげ
から半分部屋

へ や
の中に差

さ
し出

だ
したままこの刹那

せつな
の感
かん

に 自
みずか
らを放下

ほうげ
し去

さ
った。 

「おはいりなさい」 

女は三四郎を待
ま
ち設
もう
けたように言

い
う。その調子

ちょうし
には初対面

しょたいめん
の女には見いだすことのできな

い、安
やす
らかな音色

ねいろ
があった。純 粋

じゅんすい
の子供
こども
か、あらゆる男児

だんじ
に接
せっ
しつくした婦人

ふじん
でなければ、

こうは出
で
られない。なれなれしいのとは違

ちが
う。初

はじ
めから古

ふる
い知

し
り合

あ
いなのである。同時

どうじ
に女は

肉
にく
の豊
ゆた
かでない頬

ほお
を動かしてにこりと笑

わら
った。青白いうちに、なつかしい 暖

あたた
かみができた。

三四郎の足
あし
はしぜんと部屋の内

うち
へはいった。その時青年

せいねん
の 頭
あたま
のうちには遠い故郷

こきょう
にある母

はは

の影がひらめいた。 

戸
と
のうしろへ回

まわ
って、はじめて正 面

しょうめん
に向

む
いた時

とき
、五十
ごじゅう

あまりの婦人
ふじん
が三四郎
さんしろう

に挨拶
あいさつ

をし

た。この婦人は三四郎のからだがまだ 扉
とびら
の陰
かげ
を出

で
ないまえから席

せき
を立

た
って待

ま
っていたものと

みえる。 
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「小川
おがわ
さんですか」と向

む
こうから尋

たず
ねてくれた。顔

かお
は野々宮
ののみや

君
くん
に似

に
ている。 娘

むすめ
にも似てい

る。しかしただ似ているというだけである。頼
たの
まれた風呂敷包

ふろしきづつ
みを出

だ
すと、受

う
け取

と
って、礼

れい
を

述
の
べて、 

「どうぞ」と言いながら椅子
い す
をすすめたまま、自分

じぶん
は寝台
ベッド
の向

む
こう側

がわ
へ回った。 

寝台の上
うえ
に敷

し
いた蒲団

ふとん
を見

み
るとまっ白

しろ
である。上へ掛

か
けるものもまっ白である。それを半分

はんぶん
ほ

ど斜
はす
にはぐって、裾

すそ
のほうが厚

あつ
く見えるところを、よけるように、 女

おんな
は窓
まど
を背

せ
にして腰

こし
をか

けた。足
あし
は床
ゆか
に届
とど
かない。手

て
に編針
あみばり

を持
も
っている。毛糸

けいと
のたまが寝台の下

した
に転
ころ
がった。女の

手から長
なが
い赤
あか
い糸
いと
が筋
すじ
を引

ひ
いている。三四郎は寝台の下から、毛糸のたまを取

と
り出

だ
してやろう

かと思
おも
った、けれども、女が毛糸にはまるで無頓着

むとんじゃく
でいるので控

ひか
えた。 

おっかさんが向こう側から、しきりに昨夜
さくや
の礼を述べる。お 忙

いそが
しいところをなどと言う。三四

郎は、いいえ、どうせ遊
あそ
んでいますからと言う。二人

ふたり
が 話
はなし
をしているあいだ、よし子

こ
は黙
だま
っ

ていた。二人の話が切
き
れた時、突然

とつぜん
、 

「ゆうべの轢死
れきし
を御覧
ごらん
になって」と聞

き
いた。見ると部屋

へ や
のすみに新聞

しんぶん
がある。三四郎が、 

「ええ」と言う。 

「こわかったでしょう」と言いながら、少
すこ
し首
くび
を横
よこ
に曲

ま
げて、三四郎を見た。兄

あに
に似て首の

長
なが
い女である。三四郎はこわいともこわくないとも答

こた
えずに、女の首の曲がりぐあいをながめ

ていた。半分は質問
しつもん

があまり単 純
たんじゅん

なので、答に 窮
きゅう
したのである。半分は答えるのを忘

わす
れた

のである。女は気
き
がついたとみえて、すぐ首をまっすぐにした。そうして青白

あおじろ
い頬
ほお
の奥
おく
を少し

赤
あか
くした。三四郎はもう帰

かえ
るべき時間

じかん
だと 考

かんが
えた。 

挨拶
あいさつ

をして、部屋
へ や
を出

で
て、玄関

げんかん
正 面
しょうめん

へ来
き
て、向

む
こうを見

み
ると、長

なが
い廊下
ろうか
のはずれが四角

しかく
に切

き

れて、ぱっと明
あか
るく、 表

おもて
の 緑
みどり
が映
うつ
る上

あ
がり口

くち
に、池

いけ
の 女
おんな
が立

た
っている。はっと 驚

おどろ
いた

三四郎
さんしろう

の足
あし
は、さっそく歩調

ほちょう
に狂
くる
いができた。その時

とき
透明
とうめい

な空気
くうき
の画布
カンバス

の中
なか
に暗
くら
く描
えが
かれ

た女の影
かげ
は一足
ひとあし

前
まえ
へ動
うご
いた。三四郎も誘

さそ
われたように前へ動いた。二人

ふたり
は一筋道
ひとすじみち

の廊下のど

こかですれ違
ちが
わねばならぬ運命

うんめい
をもって互

たが
いに近

ちか
づいて来

き
た。すると女が振

ふ
り返
かえ
った。明る

い表の空気の中には、初秋
はつあき

の緑が浮
う
いているばかりである。振り返った女の目

め
に応
おう
じて、四角



Sanshirō	by	Natsume	Sōseki	–	Chapter	3	 21	

の中に、現
あら
われたものもなければ、これを待

ま
ち受

う
けていたものもない。三四郎はそのあいだに

女の姿勢
しせい
と服装
ふくそう

を 頭
あたま
の中
なか
へ入

い
れた。 

着物
きもの
の色
いろ
はなんという名

な
かわからない。大学

だいがく
の池
いけ
の水
みず
へ、曇

くも
った常磐木

ときわぎ
の影が映る時のよう

である。それはあざやかな縞
しま
が、上

うえ
から下

した
へ 貫
つらぬ
いている。そうしてその縞が貫きながら波

なみ
を

打
う
って、互いに寄

よ
ったり離

はな
れたり、重

かさ
なって太

ふと
くなったり、割

わ
れて二筋

ふたすじ
になったりする。

不規則
ふきそく

だけれども乱
みだ
れない。上から三分一

さんぶいち
のところを、広

ひろ
い帯
おび
で横
よこ
に仕切

し き
った。帯の感

かん
じに

は 暖
あたた
かみがある。黄

き
を含
ふく
んでいるためだろう。 

うしろを振り向いた時、右
みぎ
の肩
かた
が、あとへ引

ひ
けて、 左

ひだり
の手

て
が腰
こし
に添

そ
ったまま前

まえ
へ出

で
た。ハン

ケチを持
も
っている。そのハンケチの指

ゆび
に余
あま
ったところが、さらりと開

ひら
いている。絹

きぬ
のためだろ

う。――腰から下は正
ただ
しい姿勢にある。 

女はやがてもとのとおりに向
む
き直
なお
った。目

め
を伏

ふ
せて二足

ふたあし
ばかり三四郎に近づいた時、突然

とつぜん
首
くび

を少
すこ
しうしろに引いて、まともに 男

おとこ
を見

み
た。二重瞼

ふたえまぶた
の切長
きれなが

のおちついた恰好
かっこう

である。目立
め だ

って黒
くろ
い眉毛
まゆげ
の下に生

い
きている。同時

どうじ
にきれいな歯

は
があらわれた。この歯とこの顔色

かおいろ
とは三四

郎にとって 忘
わすれ
るべからざる対 照

たいしょう
であった。 

きょうは白
しろ
いものを薄

うす
く塗

ぬ
っている。けれども本来

ほんらい
の地

じ
を隠
かく
すほどに無趣味

むしゅみ
ではなかった。

こまやかな肉
にく
が、ほどよく色

いろ
づいて、強

つよ
い日光

ひ
にめげないように見

み
える上

うえ
を、きわめて薄く粉

こ

が吹
ふ
いている。てらてら照

ひか
る顔
かお
ではない。 

肉は頬
ほお
といわず顎

あご
といわずきちりと締

し
まっている。骨

ほね
の上に余

あま
ったものはたんとないくらいで

ある。それでいて、顔全体
ぜんたい

が 柔
やわら
かい。肉が柔かいのではない骨そのものが柔かいように思

おも
わ

れる。奥行
おくゆ
きの長

なが
い感
かん
じを起

お
こさせる顔である。 

女
おんな
は腰
こし
をかがめた。三四郎

さんしろう
は知

し
らぬ人

ひと
に礼
れい
をされて 驚

おどろ
いたというよりも、むしろ礼のしか

たの巧
たく
みなのに驚いた。腰から上が、風

かぜ
に乗

の
る紙
かみ
のようにふわりと前

まえ
に落

お
ちた。しかも早

はや

い。それで、ある角度
かくど
まで来

き
て苦

く
もなくはっきりととまった。むろん習

なら
って覚

おぼ
えたものではな

い。 



Sanshirō	by	Natsume	Sōseki	–	Chapter	3	 22	

「ちょっと 伺
うかが
いますが……」と言

い
う声
こえ
が白
しろ
い歯

は
のあいだから出

で
た。きりりとしている。しか

し鷹揚
おうよう

である。ただ夏
なつ
のさかりに椎

しい
の実

み
がなっているかと人

ひと
に聞

き
きそうには思われなかっ

た。三四郎はそんな事
こと
に気

き
のつく余裕

よゆう
はない。 

「はあ」と言って立
た
ち止

ど
まった。 

「十五
じゅうご

号室
ごうしつ

はどの辺
へん
になりましょう」 

十五号は三四郎が今
いま
出
で
て来

き
た部屋

へ や
である。 

「野々宮
ののみや

さんの部屋ですか」 

今度
こんど
は女のほうが「はあ」と言う。 

「野々宮さんの部屋はね、その角
かど
を曲

ま
がって突

つ
き当
あた
って、また 左

ひだり
へ曲がって、二番目

にばんめ
の右側
みぎがわ

です」 

「その角を……」と言いながら女は細
ほそ
い指
ゆび
を前へ出した。 

「ええ、ついその先
さき
の角です」 

「どうもありがとう」 

女
おんな
は行

い
き過

す
ぎた。三四郎

さんしろう
は立

た
ったまま、女の 後 姿

うしろすがた
を見守
みまも
っている。女は角

かど
へ来

き
た。曲

ま
がろ

うとするとたんに振
ふ
り返
かえ
った。三四郎は赤面

せきめん
するばかりに狼狽

ろうばい
した。女はにこりと笑

わら
って、

この角ですかというようなあいずを顔
かお
でした。三四郎は思

おも
わずうなずいた。女の影

かげ
は右
みぎ
へ切

き
れ

て白
しろ
い壁
かべ
の中
なか
へ隠
かく
れた。 

三四郎はぶらりと玄関
げんかん

を出
で
た。医科

い か
大学生
だいがくせい

と間違
まちが
えて部屋

へ や
の番号
ばんごう

を聞
き
いたのかしらんと思っ

て、五
ご
、六歩
ろっぽ
あるいたが、 急

きゅう
に気

き
がついた。女に十五号

じゅうごごう
を聞かれた時

とき
、もう一

いっ
ぺんよし子

こ
の

部屋へあともどりをして、案内
あんない

すればよかった。残念
ざんねん

なことをした。 

三四郎はいまさらとって帰
かえ
す勇気
ゆうき
は出

で
なかった。やむをえずまた五、六歩あるいたが、今度

こんど
は

ぴたりととまった。三四郎の 頭
あたま
の中
なか
に、女の結

むす
んでいたリボンの色

いろ
が映
うつ
った。そのリボンの
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色も質
しつ
も、たしかに野々宮

ののみや
君
くん
が兼安
かねやす

で買
か
ったものと同

おな
じであると 考

かんが
え出

だ
した時、三四郎は急

に足
あし
が重
おも
くなった。図書館

としょかん
の横
よこ
をのたくるように正門

せいもん
の方
ほう
へ出ると、どこから来

き
たか与次郎

よじろう

が突然
とつぜん

声
こえ
をかけた。 

「おいなぜ休
やす
んだ。きょうはイタリー人

じん
がマカロニーをいかにして食

く
うかという講義

こうぎ
を聞い

た」と言
い
いながら、そばへ寄

よ
って来

き
て三四郎の肩

かた
をたたいた。 

二人
ふたり
は少
すこ
しいっしょに歩

ある
いた。正門のそばへ来た時、三四郎は、 

「君
きみ
、今ごろでも薄

うす
いリボンをかけるものかな。あれは極暑

ごくしょ
に限
かぎ
るんじゃないか」と聞い

た。与次郎はアハハハと笑って、 

「〇〇
まるまる

教 授
きょうじゅ

に聞くがいい。なんでも知
し
ってる 男

おとこ
だから」と言って取

と
り合

あ
わなかった。 

正門の 所
ところ
で三四郎はぐあいが悪

わる
いからきょうは学校

がっこう
を休むと言

い
い出

だ
した。与次郎はいっしょ

について来て損
そん
をしたといわぬばかりに教 室

きょうしつ
の方へ帰

かえ
って行

い
った。 

	


